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1981年東京大学大学院理学系研究科
博士課程修了（理学博士）。レスター
大学（英国）研究員などを経て92年
東京都立大学理学部助教授。2005年
首都大学東京教授、17年同大学副学
長、21年より現職。

　東京都立大学は東京都が設置する唯一の総合大学として、
多彩な基礎研究や応用研究、大都市の課題研究を推進し、
東京都の発展に貢献するとともに地球規模の課題解決に取
り組んでいます。「学問の力で、東京から世界の未来を拓
く」をビジョンとして、伝統の少人数教育により、「本物
の考える力」と「未来に挑戦する力」を身につけ、グロー
バル社会で活躍する人材を育成しています。
　また、2023年度には「東京都立大学研究力強化推進プ
ロジェクト」を策定し、さらなる研究力の向上を目指すと
ともに、日野キャンパスに大学発のスタートアップやイノ
ベーションの核となる新棟を開設。秋季入試の導入や高大
連携の充実など意欲的に改革を進めています。

東
京
都
唯
一
の
公
立
総
合
大
学
と
し
て

高
度
な
研
究
力
と
質
の
高
い
教
育
で

東
京
か
ら
世
界
の
未
来
を
拓
く
人
材
を
育
成
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２
０
３
０
で

大
学
の
あ
る
べ
き
将
来
像
描
く

　

２
０
２
０
年
４
月
に
首
都
大
学
東
京
か

ら
名
称
変
更
し
た
東
京
都
立
大
学
。
東
京

都
が
設
置
す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て

東
京
都
や
東
京
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
分
野
の

先
端
的
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
あ

る
べ
き
将
来
像
を
描
い
た
ト
ッ
プ
ビ
ジ
ョ

ン
が
「
Ｔ
Ｍ
Ｕ　
Ｖ
ｉｓ
ｉｏ
ｎ 

２
０
３
０

～
学
問
の
力
で
、
東
京
か
ら
世
界
の
未
来

を
拓
く
～
」
で
、
２
０
３
０
年
を
目
標
に
、

①
高
度
な
研
究
力
と
質
の
高
い
教
育
の
好

循
環
、
②
学
び
続
け
る
力
を
有
し
、
協
働

し
て
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
の

を
活
か
し
た
幅
広
い
教
育
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
１
年
次
に
大
学
の
学
修

に
必
要
に
な
る
基
本
的
な
技
術
・
能
力
を

身
に
つ
け
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
  （1）

」
で
す
。

文
理
の
枠
を
超
え
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
さ
ま

ざ
ま
な
学
生
と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
２
年
次
以
降
は
学
部
横
断
で
学
ぶ
総

合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
立
大
学
で
は
多
彩
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
、
主
専
攻
以
外
の
専
門
分
野
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
副
専
攻
コ
ー
ス
」

で
す
。
地
域
づ
く
り
の
現
場
や
観
光
産
業

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
「
観
光
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
副
専
攻
コ
ー
ス
」、
人
間
の

健
康
を
総
合
的
に
学
ぶ
「
人
間
健
康
科
学

副
専
攻
コ
ー
ス
」
に
加
え
、
２
０
２
２
年

度
か
ら
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
領
域

を
学
ぶ
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
副

専
攻
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
入
試
  （2）

に
よ
っ

て
入
学
し
た
学
部
生
を
対
象
と
し
た
「
国

際
副
専
攻
コ
ー
ス
  （2）

」
で
は
、
世
界
で
活

育
成
、
③
多
様
な
人
々
が
集
い
、
学
び
合

う
、
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
貢

献
」「
大
学
運
営
」
の
各
分
野
で
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
教
育
分
野
で
は
、
高
度
か
つ
多
彩
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
誰
と
で
も
協
働

で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
、
将
来
の
社
会

環
境
・
自
然
環
境
の
変
化
に
対
し
て
創
造

的
な
貢
献
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

ま
す
。
研
究
分
野
で
は
、
多
彩
な
基
礎
研

究
と
社
会
と
協
創
す
る
応
用
研
究
の
推
進

や
、
東
京
都
が
設
置
す
る
大
学
な
ら
で
は

の
都
市
文
化
の
発
展
に
資
す
る
研
究
を
進

め
、
大
学
運
営
で
は
多
様
性
を
尊
重
し
、

個
と
組
織
の
能
力
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ

る
大
学
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
多
様

な
人
材
が
学
び
合
い
、
協
働
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
人
数
の
ゼ
ミ
と
副
専
攻
で

「
本
物
の
考
え
る
力
」
を
養
う 

　

東
京
都
立
大
学
の
教
育
で
特
筆
さ
れ
る

の
は
、
開
学
以
来
の
伝
統
で
あ
る
「
少
人

数
に
よ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
学
び
」
で

す
。
津
村
博
文
副
学
長
が
、「
都
立
大
は

ほ
ど
よ
い
規
模
の
総
合
大
学
で
あ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
学
生
と
教
員

の
距
離
が
近
い
の
で
、
き
め
細
か
な
教
育

に
よ
り
、『
本
物
の
考
え
る
力
』
と
『
未

来
に
挑
戦
す
る
力
』
を
養
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
大
学
と
し
て
文
理
融
合
な
ど

分
野
横
断
の
幅
広
い
教
育
が
可
能
で
す
」

と
話
す
よ
う
に
、
教
員
一
人
当
た
り
の
学

生
数
（
Ｓ
Ｔ
比
）
が
少
な
い
と
い
う
特
徴

（1） 基礎ゼミナール
　１年次の必修科目。自己の表現力やプレゼン
テーション能力を高めるために、担当教員の設
定したテーマに基づいて学ぶ演習形式の少人数
制（24人程度）の授業。調査、研究、発表、討
論を重ね、問題解決に必要な技法を体験的に習
得するとともに、学部を超えた学生同士の交流
と豊かな人間関係の形成を促す。

（2） グローバル人材育成入試と
国際副専攻コース

　国際社会の第一線で活躍できるグローバル
リーダーの育成を目的に、人文社会学部、経済
経営学部、都市環境学部、システムデザイン学
部 で 実 施。TOEFL iBT、 実 用 英 語 技 能 検 定、
GTEC、TEAP、ケンブリッジ英語検定、TOEIC、
IELTSなどで一定以上のスコアを有することが
出願の要件となっている。この入試で入学した
学生は、主専攻科目の履修と並行して、海外留
学（１学期間、または１年）が必修のカリキュ
ラム「国際副専攻コース」を履修し、確かなコ
ミュニケーション力や多様な文化に適応可能な
実行力を身につける。

（3） 産学公連携スペース
「TMU Innovation Hub」

　インキュベーションルームとしてウェットラ
ボ仕様7室とオフィス仕様3室の個室型の施設を
整備。インキュベーションマネージャーによる
メンタリング、起業に向けた専門家によるサ
ポートをはじめ、入居者を対象とした各種支援
策を展開。オープンイノベーションスペースは、
200インチの昇降型スクリーンを設置し、新た
なイノベーション創出の場として活用する。ま
た、各種セミナーや小規模なイベントを開催す
るための収容定員20名のセミナールームなども
設置している。

（4） 東京都立大学研究力強化推進プロジェクト
　「研究教育環境の整備」「外部資金獲得の支援」

「研究時間の確保」「優秀な研究者の採用」「優
秀な研究者の支援」「若手研究者の人材育成」

「産学公連携の促進」の７つの戦略の下、21の
取り組みを掲げる。こうした取り組みによって
と東京都立大学の教員が自身の研究力と教育の
質を向上させることで、新たな人材が育ち社会
へ貢献する好循環を生み出すことを目指す。

れ
た
二
酸
化
炭
素
も
削
減
す
る
ビ
ヨ
ン

ド
・
ゼ
ロ
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
子
ど
も
・
若
者
貧

困
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
子
ど
も
の
貧
困

解
消
に
向
け
て
の
先
駆
的
研
究
を
実
践
し

て
い
ま
す
。
東
京
都
は
日
本
の
貧
困
の
子

ど
も
の
約
９
％
を
抱
え
て
お
り
、
国
内
最

大
の
子
ど
も
貧
困
地
域
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

都
の
福
祉
行
政
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
日
本
に
お
け
る
貧
困
研
究
の
カ
タ

リ
ス
ト
（
触
媒
）
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
公
立
の
大
学
と
し
て
、
創
造
し

た
「
知
」
を
東
京
都
や
社
会
に
還
元
す
る

た
め
に
学
内
に
「
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
３
年
10

月
、
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
学
系
新
棟

に
、
産
学
公
連
携
ス
ペ
ー
ス
「TM

U 
Innovation Hub

  （3）

」
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
拠
点
と
し
て
、
東
京
都

立
大
学
の
研
究
成
果
や
研
究
機
器
共
用
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
や
支
援
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
多
摩
地
域
の
大
学
・
研
究

機
関
、
自
治
体
、
金
融
機
関
、
企
業
等
の

多
様
な
機
関
と
連
携
協
力
し
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
を
促
進
さ
せ
、
多
摩
地
域
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

一
方
、
東
京
都
立
大
学
で
は
２
０
２
３

年
度
か
ら
「
東
京
都
立
大
学
研
究
力
強
化

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
  （4）

」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
研
究
環
境
か
ら
資
金
、
時
間
、

人
材
の
観
点
ま
で
あ
ら
ゆ
る
面
で
研
究
を

支
援
し
、
東
京
都
立
大
学
の
教
員
が
研
究

力
を
高
め
、
の
び
の
び
と
特
色
あ
る
研
究

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
「
７
つ
の
戦

略
と
21
の
取
組
」
を
策
定
。「
研
究
教
育

環
境
の
整
備
」「
研
究
時
間
の
確
保
」「
若

手
研
究
者
の
人
材
育
成
」
な
ど
、
研
究
力

の
向
上
に
資
す
る
戦
略
を
網
羅
し
、
大
学

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
宣
言
し

て
い
ま
す
。

秋
季
入
学
試
験
の
導
入
と

多
彩
な
高
大
連
携
事
業
の
実
施

　

東
京
都
立
大
学
で
は
、
２
０
２
４
年
度

か
ら
理
学
部
生
命
科
学
科
で
、
秋
に
入
学

し
英
語
に
よ
る
授
業
の
み
で
学
位
が
取
得

で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
秋

入
学
制
度
で
は
英
語
で
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
秋
季
入
学
試
験
を
実
施
す
る
の
も

特
徴
で
、
出
願
時
期
は
２
０
２
４
年
４
月
、

選
抜
時
期
は
６
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

津
村
副
学
長
は
「
留
学
生
や
帰
国
子
女
、

国
内
外
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー

ル
な
ど
の
出
身
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
中
か
ら
学
生
達
が
集
い
、
共
に
学
び

合
う
教
育
環
境
を
整
備
し
、 

大
学
の
国
際

化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
４
月
に
シ
ス
テ

ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
に
お
い
て
情
報
科
学
科

東京都立大学　

と
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
学
科
再

編
を
行
う
た
め
、
新
た
な
入
試
制
度
を
設

け
る
予
定
で
す
。

　

高
大
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
高
大
連
携
室
で

は
、
研
究
や
教
育
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
教
職
員

や
大
学
院
生
が
、
高
校
生
や
受
験
生
の
相

談
に
対
応
し
た
り
、
出
張
講
義
な
ど
を
実

施
し
、
大
学
進
学
に
向
け
て
の
心
構
え
、

将
来
の
職
業
選
択
、
高
校
で
の
勉
強
法
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
人
な
ど
を
対
象
と
し

た
高
度
で
専
門
的
な
学
修
の
場
で
あ
る

「
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
」
や
オ
ー
プ

ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
都
立
大
学
を
目
指
す
受
験

生
に
、
大
橋
隆
哉
学
長
の
言
葉
を
紹
介
し

ま
す
。「
教
職
員
と
学
生
や
学
生
同
士
の

距
離
が
近
い
と
い
う
利
点
を
活
か
し
、
丁

寧
な
教
育
と
研
究
指
導
を
行
う
こ
と
が
、

皆
さ
ん
の
し
な
や
か
な
知
性
を
育
む
こ
と

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
本
学
の

知
が
集
結
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
東
京
都

と
い
う
世
界
都
市
に
あ
り
な
が
ら
、
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
先

端
の
研
究
に
触
れ
、
そ
れ
に
取
り
組
む
世

界
の
人
々
と
の
出
会
い
を
力
に
し
て
、
ぜ

ひ
未
来
へ
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」。

躍
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
実

行
力
を
養
い
ま
す
。
大
学
院
生
が
学
部
生

の
質
問
や
相
談
に
応
じ
る
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
も
充
実
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
主
に
１
年
次
に
東
京
都
を
は
じ

め
と
す
る
自
治
体
や
民
間
企
業
で
行
う

「
現
場
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
な

ど
先
駆
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

研
究
力
強
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
棟
開
設

　

教
員
の
高
い
研
究
水
準
も
東
京
都
立
大

学
の
特
色
で
す
。
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
優

れ
た
研
究
者
が
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
宇

宙
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
構
築
推
進
研

究
セ
ン
タ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
研
究
セ
ン
タ
ー

な
ど
研
究
セ
ン
タ
ー
は
13
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
学
院
の
理
学
研

究
科
と
都
市
環
境
科
学
研
究
科

は
、
京
都
大
学
触
媒
・
電
池
元

素
戦
略
拠
点
と
と
も
に
、
世
界

で
最
速
級
と
評
価
さ
れ
る
、
空

気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
高
速
回

収
技
術
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
問
題
解
決
の
た
め
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
研
究
が
現
在

排
出
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素

だ
け
で
な
く
、
過
去
に
排
出
さ

日野キャンパス新棟

荒川キャンパス 日野キャンパス

南大沢キャンパス

061 卓越する大学 東京都立大学 060


